ユダヤの生き残りの知恵に学ぶ　（講演要旨）
駐日イスラエル大使　エリ・コーヘン氏

　　 　　2006年5月17日　東京都・吉祥寺南町コミュニティーセンター 
　　　　 
都内のお寺で道場を開き、空手を教る。
　日本国とイスラエル国、イスラエル人と日本人、この二つの国と二つの民族は、全く違う存在ですけれども、その一方で共通点もあって、これについてお話をする時、自分の体験を語っていくのが一番よいと思います。

　イスラエルという国は、日本の四国と同じくらいの小さな国ですが、数多くの武道家がいて、柔道、空手、合気道、剣道、居合道などの稽古に励んでおりまして、私も大学生の頃から空手を習っており、現在は松涛館空手の五段（最高位）です。

　2004年、駐日・イスラエル大使として赴任してから、東京都内のお寺を借りて道場を開き、子どもたちや学生、会社員、外国人駐在員などに空手を教えています。

　また、愛読書に宮本武蔵の『五輪の書』があるように、日本の武道に深い関心を持っておりまして、最近は居合道も習いはじめています。

　実は、私にとって空手との出合いは、71年、エルサレムのヘブライ大学で、数学・物理学科で学んでいたときでした。

　キャンパスで学生が何か練習しているので「何をしているのか」と聞いたら「空手の練習をしている」　と答えてくれましたが、見ているうちに興味を覚えて参加しました。

　そうすると、指導者に「君は空手を知っているね」と問われましたが、軍隊にいるとき、特殊訓練で護身術を教わったことを思い出し「その時の教官はメイヤール・ヤヘール氏です」　と言ったところ、その指導者が「彼は私の先生です」　と言ったので驚いたのですが、私は軍隊で 〈護身術が空手〉 だとは知らずに教わっていたわけです。

　それ以来、私は空手に夢中になり、毎日、６時間から８時間、暇を見つけては練習に明け暮れておりました。

「励ましにやって来るのは当然じゃないか」

　実は、軍隊で私に護身術として空手を教えたヤヘール氏は、フランスで大島劼（ｶﾂ）という先生から教わったということでしたが、この大島先生という方は、早稲田大学空手部の出身で、松涛館空手を海外に広められた功労者です。

　64年にフランスで道場を作ったのを皮切りに、世界中に10数ケ所の道場を開いて、すでにご高齢ですけれども、今もアメリカのサンタバーバラに作った道場で、元気に教えておられます。

　ちなみに、大島先生は近代空手の創始者、船越義珍（ﾖｼﾅﾘ）先生から直接に教えを受けられたサムライ・スビリット（武士の魂）溢れる方で、それを物語るエピソードがあります。

　73年10月、大島先生はイスラエルで空手の特訓をする予定になっておりましたが、第四次中東戦争が勃発したので「今イスラエルはとても危険な状態なので、来られるのは止めにして下さい」　と電話をしたのですが「直ぐに行く」こう言って、身の危険を顧みずイスラエルにやって来られました。「なぜ、非常に危険なのに来られたのですか」このように申し上げると、先生は「私の生徒たちが戦争に行っているのだ。励ましにやって来るのは当然じゃないか」とおっしゃいました。われわれイスラエル人がどんなに感動したか、想像して欲しいと思います。

「東京なら“イエス”」
　私は75 年に松涛館空手の初段を取りましたが、大学卒業後、保険代理店、コンピューター取引会社を自分で興してビジネス界に入りました。そして、仕事の傍ら、エルサレムの近郊とマーレアドミムに空手道場を開いて教えていましたが、90年にサンタバーバラでの昇段テストで五段を取りました。

　その間、84年に会社を売却して、空手三昧の日々を送っていましたが、知人がマーレアドミムの市長になって「支援して欲しい」と頼まれ、86年から2年間、副市長を務めましたが、これが政治的な世界に入るきっかけとなりました。

　そして、91年から国防省青年パイオニア局長、国防省補佐官などを経て、2002年にリクード党の国会議員になりました。その翌年、シャローム外相から「大使になる意志がありますか」と聞かれた私は「ロンドンやパリなら“ノー”だが、東京なら“イエス”です」と答え、永年、憧れの日本にやって来ました。

　これに先立つ、最初の日本訪問は、86年にアメリカ、カナダ、イスラエルのチームが日本で国際試合をしたときです。

　35歳から40歳までの有段者で構成する私のチームは、国際試合の経験者でしたが、このときには誰もが「早稲田と慶応の混成学生チームが優勝する」と思っていましたが、私たちイスラエルのチームが優勝してしまいました。
誰一人として正確に言い当てた人はいません。

　ここで、私が子どもたちに空手を教えるときの要領について、お話しいたします。

　初心の子どもたちに、私が空手をどのように教えているかというと、最初にビデオで練習風景を見せて、その後「いま空手の練習風景を見てもらったが、何か質問はありませんか」というふうに問いかけます。そうすると、好奇心に満ちたいろんな質問が、次々と飛び出しますが、私はそれに答えるのに、ポケットから、一つの小さなカプセルを取り出し、これを子どもたち全員に、次々と手に取って見てもらいます。　私はいつもこれを持ち歩いていまして、かつて、小泉首相にお見せしましたし、その他、数多くの科学者にもお見せしましたが、誰一人として、正確に言い当てた人はいません。

　子どもというのはたいへん純粋というか、直ぐに反応を示して、いろんなふうに聞き糾したり、先見にとらわれないで、自分が感じたことをそのまま言うところがあって「小型カメラでしょう」「何かの容器でしょう」　等々、いろんなイマジネーション（imagination想像力）を駆使して、屈託のない興味を示します。

　そこで、私は「これはフラッシュ付きのビデオカメラ、ラジオコントロールのカプセルで、口から身体の中に飲み下ろして、臓器のいろんな情報を写して、一時間ほど経ってから体外に取り出します。つまり、体内のいろんな情報を写して、それを分析して、健康管理に役立てるわけで、今はこんな素晴らしい機器が出来ております」このように説明します。

　このビデオカメラは、すでに60 余ケ国で使用されているカプセルで、アメリカはもちろんのこと、主要先進国はみんな使っていますが、日本では医事関係の規制があって、ようやくこれから市場に導入されようとしています。

　子どもたちに空手のビデオ映写を見せて、その後で、私がこのカプセルを取り出し見せたのは「このような重宝な機器が発明されたが、いったいどのような経過があったのか」　という事の経緯を、子どもたちに伝えるのが目的だったわけです。
体内カメラの発明
　実を言うと、数年前のある会合で、二人のイスラエル人科学者（一人は医者で、もう一人はロケットの開発者）が、夕食会で同席しました。そのとき、医者がロケット開発者に向かって言いました。「あの広大な宇宙から、地球の様子を写真で送信できる技術があるというのに、なぜ身近な人間の体内写真を撮影することができないんだ」　ロケット開発者は、しばらく考えていました。「わかった。オレに一つの考えがある。明日、また会おう」

　これが事の始まりで、彼が考えに考え抜いた末に発明したのが、この人体内臓器を撮影するためのロケットです。

　皆さんもご存じのように、イスラエルという国は非常に高い技術力を持っていますが、日本も同様に凄い技術力を持っています。

　このようなイスラエルと日本がテクノロジー（科学技術）の分野で協力し合ったら、まったく新しいアイディア、新しい技術が生まれ出るのではないか。これを演出していくのが、駐日イスラエル大使としての自分の役割なのだと考えております。

　いまこのような話をしたのには理由があって、それは、日本の文化もイスラエルの文化も、数多くの特徴がありますが、その一方で、幾通りもの重なり合ったものがあって、それを認め合い高めるための努力が必要だからです。

　このように、相互の文化に入り込んだ伝統や智慧など、数々の集積されたものがありますが、さらにお互い協力しあっていくことにより、新しい何かが生まれることが期待されます。先ほどお話したロケットの研究者や医学の研究者にしても、意見を交換したことによって、体内情報を集積する新しい体内カメラが発明されたわけで、そういうコミュニケーションの創造が大事ではないかと思います。
〈切腹〉
　さて、私は駐日イスラエル大使として赴任してから、北海道から沖縄に至まで、日本全国のあちこちを講演して回っております。

　あるとき、聴講者から「日本の武士道と、ユダヤの魂と、何か共通性がありますか」

　という質問がありました。　日本の武士道はいつ頃始まったのでしょうか。

　明確には解っていませんが、一般的には、サムライが出現した12世紀頃（鎌倉時代）だろうと言われております。しかし、いわゆる戦闘集団の存在は、それよりももっと前、今から二千年以上前の 〈神代の時代〉にもあって、この闘う者たちの武士道精神は、数千年にわたり、それぞれの時代において、日本の歴史に影響を与え続けてきました。しかも、この日本の武士道精神は、ユダヤの精神（魂）とたいへん近しい関係にあって、その接点にあるのが 〈切腹〉 です。

　ユダヤ教では、神から与えられた命を自ら絶つという行為は宗教上認めていませんが、興味深いことに、ユダヤの歴史上では、自らの命を絶たざるを得ない状況が多々あって、これは、ユダヤ教の観点から完全に認められ、受け入れられている事実があるのです。

　それは二千年から四千年前の故事、日本では未だサムライが存在しなかった頃の話で、ひょっとしたら、それが日本に伝わって来たのかも知れないし、あるいは、偶然、同じような状況下で、同じような精神を持った二つの民族が、同じような振る舞いをしただけのことかも知れません。

切腹の例１：サウル王
サウル王はペリシテ人との戦いで絶体絶命の状況に陥ったとき捕虜になるよりは自らの命を絶つ道を選びました。そこで、ユダヤ史上、実際に〈切腹〉を実行した一人目の例を挙げましょう。それは『エルサレム記』に登場する有名な人物、サウル王で、彼はペリシテ人との最後の戦いで、絶体絶命の状況に陥ったとき、捕虜になるよりは自らの命を絶つ道を選びました。彼は剣を取って、その上に倒れ伏しましたが、それだけでは息が絶えなかったので、偶然やって来たアマレク人に止めを刺すように頼みますが、これは切腹後に介錯をするのと似ています。

　私は先ほど「自らの命を絶つことを基本的に認めないのがユダヤ教です」と言いましたけれども、このサウル王の行ないは正しいことだったと、ユダヤ教の中では理解されております。ここで捕らえられておれば、イスラエル王の尊厳は地に落ちますし、その上に、捕虜にされた王がどのような苦しい目に遇わされるかは、聖書のその他の箇所に載っているとおりです。ユダヤ教の中では、むしろ勇敢な行為の代名詞として引合いに出されるほどの行ないが、このサウル王の死だったのです。

　そして、二人目は、サウル王より約百年前の士師の時代に活躍したサムソンです。

　彼は力を失って捕らえられ、目をえぐり取られてしまいましたが、その最期の時に神に力を与えて下るように願って、力を満たされます。そして、柱に寄り掛かって建物を崩壊させ、多数のペリシテ人と共に死んでいきましたが、神はここでサムソンに力を与えてしまうと、彼がどういう行為に出るか解っていたはずです。にもかかわらず、神は敢えてサムソンに力を与えられたことを見ると、この自殺行為に許可を与えられたことになると私は思うのですが、皆さんはどう思われますか。

エレアザルは自分の命に代えて戦況を好転させようとしたわけでこれはまさに日本の神風特攻隊と同じ行為です。
切腹の例３：エゼアエル
　三人目は、あまり知られていませんが、スハモン王朝時代のエレアザル・マピカーです。

　紀元前164年、マピカー一族が蜂起してギリシャの勢力を追い払った『マピカーの乱』というのがありましたけれども、私たちユダヤ人は、この勝利を記念して、今でもハヌカ『宮浄めの祭り』を祝っております。

　この『マピカーの乱』というのは、ギリシャ軍の物量の前に苦戦を強いられた戦いで、ユダヤ軍はゲリラ戦法で対抗しました。ある時、モディインというところで大激戦になりましたが、ギリシャ軍は当時の戦車である象や馬、それに武器を豊富に持っていました。

　これに対して、ユダヤ軍が持っていたのは、せいぜい刀と槍くらいだったので、戦況は徐々にユダヤ軍が不利になっていきました。

　そのような状況を打破するために、エレアザルは自殺行為というか、自分の命を代償に、この不利な情勢を転換するために、槍一つを持って、前線に飛び出しました。

　そうすると、目前に綺麗に飾られた象が一頭いたので、これこそギリシャ軍の大将が乗っている象だと思い込み、周りのギリシャ兵士を蹴散らして、一目散に象に向かって突進しました。そして、象の懐に入り込み、その腹に思いきり槍を突き刺したところ、象は背中に乗っていた人物もろ共に倒れ込んだために、エレアザルもその下敷きになって死んでしまいました。

　結果的に、大将はこの象に乗っていなかったのですが、エレアザルは自分の命に代えて、戦況を好転させようとしたのでして、これはまさに日本の神風特攻隊と同じ行為です。

　最期の例は、今から約二千年前のマサダで、彼らは最後まで戦い通しましたが、敗北が目前に迫ったとき、ローマ軍の捕虜になるよりは、自らの命と家族の命をも絶つ道を選びました。

　以上の例を見ても解るように、自ら命を絶つということは、戦闘という特殊な状況下において、ユダヤ教では許されております。要するに、イスラエルという国のため、また、大いなるもののために自らを犠牲にする。あるいは、自らの尊厳を守るために命を絶つということは、勇敢な行為として、称賛の対象ですらあるということです。

「最大の難敵は手の内を見抜いてしまう人だ」
　このようなこともあって、日本の武道は多くのイスラエル人の家庭に浸透しており、国内各地に空手や柔道などの武道教室がありますが、いったいなぜ日本の武道がイスラエルで急速に広まったのでしょうか。

　その理由は、日本人とユダヤ人相互の深層意識の中に共通している何かがあるからではないか。また〃伝統〃という共通の基盤に立っているからではないでしょうか。

　日本の武道における哲学では「偉大な武道家は闘う必要がない」と教えられています。

　さらには「最大の難敵は強い相手ではなく、自分の手の内を見抜いてしまう人である」　とも教えられています。それは、自分の行動がすべて相手に読まれていると、不意打ちができないからで、したがって、稽古では、相手に感情移入をして、相手の心を読んで打ち勝つ訓練をします。そして、この域にまで達すると、自分が相手になりきってしまいますから、相手を愛することが可能になって、また、相手を愛するがゆえに、相手の挙動を読むことができ、しかも、その相手を傷つけようとは思いません。

　実際に、道場で激しく稽古をした者同士が、稽古の後で一緒に飲みに行ったりして、一つの家族のように仲良くしているのをよく見かけます。この武道の精神は、先ほどお話した“十日間の立ち帰りの日々”の精神と非常に良く似ており、この期間中に自分の友人たちに許しを請い、お互いに調和の取れた関係でありたいと願うところの行事で、これは毎年、何度も何度も、深層意識に染み込むまで繰り返されるわけです。

　皆さん、ご存じのように、武道においては、ある一つの動作を無意識のうちに行なえるほどに会得するには、数万回の稽古が必要ですが、最近のスポーツ科学の研究で無意識の動作に至るには、3万回の反復動作を要する」という実験結果が出ました。

　初心者は「なぜ同じ動作を、何度も何度も繰り返さなければならないのか」と、理解に苦しみますが、これは技術的なことに止まらず精神的な要因も含まれていて、繰り返し反復することを通して、武道の精神が自分の一部となるのです。その証拠に、高い域に達した武道家は、いつも心の準備ができているので、普段から肩の力が抜けていて、いつも構えている必要がないので非常に穏やかですが、どのような状況の変化にも、精神的・肉体的に対応できるからです。ここで問題は、このような武士道精神が、どのようにユダヤ教と結びつくのかということです。

イスラエル人には“闘う精神”が備わっている。
　私たちの父祖の一人にヤコブという人物がいました。創世記32章に、ヤコブがエサウと再会する前に、ヤボクの渡しで天使と出会った話があって「ヤコブは天使と夜明けまで格闘した」と書いてあります。ただ 〈天使とはいったい誰なのか〉〈なぜ突然に格闘しなければならなかったのか〉ということについては、聖書は一切触れていなくて、疑問の残る箇所の一つです。

　ヤコブは私たちと同じ人間で、人の子の父親で、羊飼いでした。そんな平凡な人間が、どうやって神から遣わされた天使と互角に闘うことができたのでしょうか。このヤコブには、天使と同じような精神エネルギーがあって、その精神的なパワーが、物理的な 〈組み手〉となって、互いにぶつかりあった。その 〈組み手〉 が柔道なのか空手なのかわかりませんが、一晩中、肉体と肉体の格闘が繰り広げられたわけです。そして、最後に、天使が「このままでは、夜が明けてしまうから、もう去らせてくれ」と言ってヤコブに頼みますが、ヤコブは「いいえ、祝福して下さるまでは離しません」と言います。

　実は、私たちユダヤ人は「聖書の全ての記述には必ず理由がある」と信じていまして、このヤコブの故事には、後代へのメッセージが含まれているわけです。

　それは、ヤコブは天使との格闘で負傷もしたし疲れ果てたけれども、勝利を得たのですから、何でも願いは手に入れることができたかも知れませんが、彼が望んだのは神からの祝福で、戦いの末、調和と平和を願ったわけで「たとえ憎い敵だったとしても、最後には平和を求める」これが、ヤコブの物語が私たちに伝えたいメッセージなのでしょう。

　天使はヤコブに言いました。「お前の名はもうヤコブではなく、これからはイスラエルと呼ばれる。お前は神と人と闘って勝ったのだ」私たちの民族は〈イスラエル〉と呼ばれ、自分たちのことを 〈ベネー・イスラエル〉（イスラエルの子ら）と呼びますが、これは、ヤコブ、すなわち 〈神と闘った人の子ら〉 という意味です。したがって、イスラエル人として生まれてくる者には、本人が意識しようがしまいが“闘う精神”が備わっております。「軍隊による実際の戦闘のみならず、文学、芸術、音楽など、いずれの分野であっても、この精神を内に秘めた戦闘員である」ということです。それは、物理的な戦いであっても、精神的な戦いであっても、最後には、この潜在能力が平和と調和を生み出す力になるのです。
イスラエル民族を支える三つの要素
次に、日本人とイスラエル人、この二つの民族の深い関係について、お話したいと思います。ユダヤ教では「イスラエル民族を支える枠は三つの要素から成り立っていて、この三つを結ぶ紐は、すぐに切れることはない」と教えております。

　一つ目の要素はイスラエルのトーラーであって、これは 〈伝統〉 と呼ばれる全てのものを指し、それは、聖書であり、ヘブライ語であり、神であります。

　二つ目の要素はイスラエル民族で、これは、自分の親族であり、世界各国から帰還した同胞が含まれ、それらすべてが一つとなったときに、大きな家族としての 〈民族〉 になります。顔形は多少異なっていても、一つの民族として結ばれます。

　三つ目の要素はイスラエルの地であって、これはイスラエル人が二千年間にわたり願い続け、現在、国家として存在しているイスラエルの〃地〃であります。

　この土地との関係は、アブラハム（Abraham 前二千年頃の人。旧約聖書ではイスラエルの民の祖）の時代にさかのぼります。

　イスラエル民族が本来の民族たり得るのは、この三つの要素が存在し続けているからで、ことうちの一つでも欠けてしまうと、物理的・精神的に、イスラエル民族を支えている枠は、たちどころに溶解してしまいます。

　そして、私が日本民族を見るとき、この三つの要素とよく似たものを見い出します。

　一つ目の 〈トーラー〉に当たる要素は、天皇制という国体、日本語という言語、武士道という精神的骨格、その土台をなしている神道。これらの精神的な要素を合わせて、根源的に日本民族を一つにするものがそれです。

　二つ目の要素は、日本民族です。この日本民族には、昔は数々の部族がありましたが、全体として、民族の独自性を固執して来ました。

　三つ目の要素は、日本の“国土”で、日本民族は幸いなことに、有史以来、自らの土地を失うことはありませんでした。

私は確かに“ガイジン”ですが
　さて、最初にお話したように、私は空手を習って35年になりますが、ときには、一日に6～8時間、稽古をすることもありますが、毎日、最低2～3時間は稽古しています。

　したがって、日本人から見ると、私は確かに〃ガイジン〃ですが、日本人の民族性については、一般の日本人よりもよく理解しているつもりです。その私が、この日本を外から、あるいは、内から見つめた上で、イスラエルと大変似通った三つの要素を発見しました。

　ユダヤ民族の聖書には「白髪の人の前では起立し、長老を尊びなさい」と書いてありますが、これは「祖父母や父母、あるいは、隣近所の年長者を敬いなさい」という日本人と同じ価値観です。日本の家庭では「お母さんは子どもたちの教育の責任者であり、家の総責任者である」と聞きますが、イスラエルのお母さんも全く同じと言うか〃家主〃みたいなものです。

　また、ある会合で、日本人の一人に「イスラエルという国は、水利に乏しくて、砂漠が多いみたいですが、そこで農業を営んで自給し、それどころか、ヨーロッパやアメリカにまで輸出しているそうですね」という質問を受けました。

　そのとき、私は質問に答えるというよりは、逆質問の形で「第二次世界大戦後、日本という国は、天然資源が乏しい中で、いったいどうやって、経済的なあらゆる分野で、世界の一、二を争うほどの大国に成長したのですか」と応じました。
内面的に大変似ている
　この二つの問いに対する答えは、先ほどちょっと申し上げましたが、日本人とイスラエル人の両民族に、しっかりとした伝統的な基盤があったからだと思うのです。それに加えて、一人ひとりが社会の一員として、あるいは、民族の一員として、各々のベストを尽くし、責任を負って行動し、社会に貢献したからではないでしょうか。その貢献度は、人それぞれだったとしても、各自が民族へのつながりを強く意識していたことが重要だと思います。

　日本とイスラエルは、地理的に遠く離れていて、それぞれに発展して来ましたから、一見、違いを感じる部分も確かにあります。例えば、人の振る舞い方について言えば、イスラエル人は辛抱強くなくて、また、きっちりと計画せずにいろんなことを即興的にやりますが、これなどは日本人とは全く逆に見える部分です。したがって、最初はなかなか解け込めませんが、ある程度親しくなって、心が通じあえるような仲になれば、内面的に大変似ていることに気付かされます。

　実際に、日本とイスラエル両国の関係について、その未来を展望するならば、私たちは今あらゆる分野において、画期的な成果を上げるであろう素晴らしい道程のスタート地点に立っていると、私は強く感じております。
500社の日本企業と約70社のイスラエル企業が集う

　具体的な成果としては、去年の4月13日に開催された『日本─イスラエル、ハイテク・ベンチャーキャピタル』があります。ホテル・ニューオータニで、IT、バイオ・テクノロジー、ナノ・テクノロジーなどの分野で活躍するイスラエル企業が約70社来日し、企業間での交流をするため日本の会社に参加を募りました。最初、私たちの目論みでは「100～200社の日本企業が参加して、情報交換やビジネスにつながれば良い」と思っていましたけれども、実際に募集し始めますと、予想を大きく上回る反響があって、本番の1週間前に受付けを終了しなければならない事態になりました。結果的に、日本の企業470社から申し込みがあって、最終的には、約500社の日本企業と、約70社のイスラエル企業が、ニューオータニに集いました。

　私もその会に参加しましたが、様々のビジネスが展開されて、早くも「イスラエルへ視察に行きたい」という日本企業や「日本に視察団を送りたい」と申し出たイスラエル企業もあって、両国の経済分野において、たいへん強い結び付きが始まりつつあります。

　さらに、私はこの会で、小泉首相や中川経済産業大臣とお会いしましたが、お二人とも

「今まで海外の企業が日本にやって来て、いろいろな会合を開いたのを見たけれども、これだけ多くの日本企業が積極的に参加している会は初めてだ」と言って、驚いておられました。

「百聞は一見にしかず」
　ついでにご報告しますと、この4月21日付けで、日本外務省が公表するイスラエルに対する危険度が、レベル２からレベル１に引き下げられましたが、これは日本政府のイスラエルへの信頼度が上がった証拠で、画期的なことだと思います。

　これに関しては、私たちも努力しましたが、これはひとえに駐イスラエル日本大使・横田氏のご尽力によるもので、また、この提案を受け入れて下さった外務省の中東アフリカ局長・吉川氏の存在も忘れてはなりません。

　そして、これが政府間レベルの事柄で終わるのではなくて、国民レベルの草の根的な拡がりとなり、より多くの日本人にイスラエルへお越しいただき、より多くのイスラエル人が日本に来ることができるよう希望しております。

　例えば、去年（2005年）1月には、日本の国会議員7名と、経済界のリーダー6名で構成された視察団が、イスラエルを一週間訪問なさいました。先日、同じメンバーにイスラエル大使館にお集りいただき、イスラエル視察を振り返っていただきましたが、皆さんが口を揃えて「イスラエルの素晴らしさは、実際に足で歩き、肌で触れて見なければ分からない。百聞は一見にしかずである」と言われていました。

　国会議員の一人が「私たちは七人のサムライです」と言われたので、私はいや、七人のイスラエル大使です」と申し上げました。これは政治家だから申し上げるのではなくて、イスラエルを訪問される日本人は、誰でも 〈駐イスラエル日本大使〉 になって帰られます。そして、日本を訪問するイスラエル人は、皆さん〈駐日イスラエル大使〉となるわけです。

メディアはあまり信用できない。
　ついでに、政治のことについて少し触れておきたいと思います。私たちイスラエル大使館のスタッフは、メディア（media 新聞、テレビなどの媒体）をあまり信用していなくて、毎週のように日本の国会議員のところに出向いて、いろいろ話し合っております。

　例えば、小泉首相は中東和平に積極的に関与しようとされていて、先般、私と会談した際に「シャロン首相を日本に招待したい」と言って下さって、続けて「日本は欧米とは違う形で、中東和平に協力できると思う」とおっしゃっていましたが、実際に、日本が中東和平に貢献できる理由は二つあります。

　一つ目は、イスラエルもパレスチナも、日本に敬意を表していることで、それは、日本国がイスラエル民族とアラブ民族の双方に対して、ニュートラル（neutral 中立）の立場を採っているからです。そして二つ目は、日本は中東から遠い場所に位置するために、直接的な影響が発生しないから、あらゆる提案が両国に歓迎されることがあります。

　そして、これは私の予測ですけれども、日本はアジア地域において、非常に強い影響力を持っていますから、日本がイスラエルとよい関係を結べば、他のアジア諸国もイスラエルとよい関係を結ぶことになると思います。

　私は小泉首相と会談したとき「私は“半分”日本人で“100％”イスラエル人ですから、私のこの”150％”をもって、日本は中東和平にどのような援助ができるか、提案できると思います」というふうに申し上げました。現在、イスラエル大使館として、四つの提案をして、外務省に承認されており、強制力はありませんが、この〃叩き台〃をもとに、中東和平について、良い案を示して下さることを信じております。

ユダヤ人の心核心〈三つのもの〉とは？ 
　ついでに、安全保障という観点に触れたいのですが、私たちユダヤ人は、2500年くらい前にイスラエルという国土を失って、世界中に流離していましたが、あらゆる辛酸を乗り越えた末に、1948年、元の地に国家（面積21,000m㎢、人口555万、公用語はヘブライ語とアラビア語）を再建しました。

　このイスラエル国家の再建については、いろんな歴史家によって、さまざまのことが語られていますが、私たちとしては「ユダヤ人の心の根底には 〈三つのもの〉がある」と考えておりまして、これらの何れが欠けても、絶対にユダヤ民族としての命運を保っていくことは不可能であります。

　一番目は、聖書であり、考え方、言葉、生活、文化など、精神の中心となるものです。

　二番目は、民であり、人間であり、人間の集まりです。

　三番目は、イスラエルという国、土地です。

　ご存じのように、私たちユダヤ民族というのは、2,500年もの間、世界各地に散り散りになっておりましたが、一日に三回、必ず唱えた言葉がありまして、それは「神さま、私をエルサレムに戻して下さい」という願い事で、これによって、ユダヤ人の団結が果たして来られました。この点に関して、日本人の考え方、思想は、とてもユダヤ人に似ていると判断しております。
日本とイスラエルが他国と違うところ

　日本もイスラエルも同じですが 〈何千年もずっと同じ民族でおられる〉ことは非常に難しくて、例えば、数千年の歴史のあるエジプトのことを考えてみましょう。

　この国は、ローマに占領されたり、いま住んでいる人たちは、昔のエジプト人とは異なるというふうに、散り散りになって、昔のエジプト人とは代わってしまっております。

　しかしながら、イスラエルと日本は二千年も三千年も、同じ民族、同じ言葉、同じ文化を保って来ており、ここが他の国とは違うところです。日本に関して言えば、日本は神さまが創られた土地であり国であって神から与えられたものということをずっと護っていて、非常に神聖なものとして、日本の国土を考えております。

　あるいは、日本という国は、天皇制とか神道を、２千年以上、長い間、護り続けていて、だからこそ今日の日本国と日本人が存続しているのであろうと思います。

　それから、日本人もイスラエル人も、どこかで「あなたはアメリカ人ですか」と聞かれた場合「いや、私は日本人です」「いや、私はイスラエル人です」というふうに明言しますが、そういうことが、自分のアイデンティティーを確認していくことであり、それをずっと保てる秘訣であって、そこのところも日本人とユダヤ人はとても似ております。

　日本でもイスラエルでも、昨今は若者たちを見て「固有の伝統を失ってしまったのではないか」というので、たいへん心配して「もっとしっかりやれよ」など言って、そういう伝統的なものを護ろうとしているのは、先ほどお話した三つの伝統を、われわれ大人が何とか護り引き継いで来た証であろうと思います。私は今、言いたいことはたくさんあって、本当は何時間も話し続けたいのですが、この辺りでお話は打ち切りたいと思います。　　
　　　　　　　（文責：栗山要・大脇準一郎）　『第50回未来構想フォーラム』より　
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
　パーソナル・データ

　　エリ・コーヘン氏。1949年、エルサレム生まれ。両親はチュニジアのジェルバ島から、イスラエル建国の48年にイスラエルに移住した。

　　先祖は2500年前にユダヤ人がイスラエルから離散した時にジェルバ島に住み着いた祭司の家系である。エルサレムのヘブライ大学で数学と物理学を学び、この時に空手を習い初め、現在は松涛館空手の五段。大学卒業後、ビジネス界に入り、九一年　国防省補佐官を経て、2002年リクード党国会　議員となり、翌年、駐日イスラエル大使。
----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

【 補　遺 】　イスラエル人とユダヤ人

　イスラエル人、ユダヤ人、ヘブライ（ヘルブ）人という言葉は、一般的には同義語（語形は異なるが意義はほぼ同じ言葉）として使用されているが、厳密には、微妙にその意味が異なっており、しかも時代によって、その内容が変化している。　
　　　＊

　一般に〈ユダヤ人の祖〉と言われている人物はアブラハムであるが、彼自身はヘブル人であって、イスラエル人でもなければユダヤ人でもない。

　ヘブル人とは「エベル（人名）の子孫」または「川を渡って来た人々」を意味する言葉である。すなわち、エベル家に生まれ、ユーフラテス川を渡って、カナン（現在のイスラエル）に移住して来たアブラハムの一族を指す。

　このアブラハムの子孫からは、ユダヤ人ばかりではなく、エドム人、アマレク人、ミデヤン人、そしてアラブ人といった他の民族も分かれ出ている。つまり、広い意味では、アラブ人もヘブル人に含まれているから、アラブハムはユダヤ教徒、キリスト教徒のみならず、イスラム教徒の間でも、父祖として尊敬されている。

　その後、聖書の中でのヘブル人という言葉は、他の民族がイスラエル人を侮蔑して呼ぶ場合、逆にイスラエル人が他民族と自分たちを区別して語る場合に使われている。

　現代では、ユダヤ人の言語をヘブル（ヘブライ）語と呼ぶように、イスラエル人、ユダヤ人と同義語として使われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　アブラハムに生まれた子らのうち、家を継いだのは、正妻サラの子イサクである。（ちなみに、妾のハガルが産んだイシュマエルの子孫がアラブ人となった）イサクには双子の兄弟が生まれるが、家督は弟のヤコブが受け継いだ。ヤコブは、後に神から 〈イスラエル〉 という新しい名を与えられる。つまり 〈イスラエル〉 というのは元々、個人名であった。

　そして、このイスラエルには十二人の息子たちが生まれたが、この段階では、彼らはただのイスラエルさん一家であってイスラエル人ではなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　やがて、一家はエジプトに移住した。そこで400年間暮らしているうちに、彼らの子孫は増え広がり、ついに周りのエジプト人とは違った独自の宗教、文化を持った一つの民族　イスラエル人に発展した。奴隷だった彼らは、指導者モーセに率いられてエジプトを脱出し、カナンの地に移住した。彼らはイスラエルの息子たちそれぞれの子孫ごとに十二部族に分かれていたが、全体としては、あくまでイスラエル人という一つの民族である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　やがて、彼らは統一王国を築くが、王家の出身部族でもあるユダ族は早くから勢力を拡大し、他の部族と対立するようになり、遂に王国はユダ族を中心とする南の二部族と北の十部族に分裂してしまう。南王国はユダ族が中心だったのでユダ王国と呼ばれ、北王国はイスラエルの残り大半の部族が加わったためイスラエル王国と呼ばれるようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　このような南北分裂時代がしばらく続いた後、北のイスラエルはアッシリアに滅ぼされたために、以後、ユダ王国系の人々が主流となってイスラエル人＝ユダヤ人という図式となる。そのユダ王国もバビロンによって滅ぼされてしまうが、70年後にペルシアによって解放され、さらには、ギリシア人が彼らを支配するようになって、この辺りから、彼らのことをユダヤ人と呼ぶようになった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　ところで、このユダの国というのを、ギリシア風に呼ぶとユダエアつまり 〈ユダヤ〉というわけであるが、ヘブル語では〈ユダ〉も〈ユダヤ〉も〈イェフダー〉と発音する。

　また、この時代には、先祖伝来の彼らの信仰は宗教として整理されてユダヤ教が成立して〈ユダヤ人〉は〈ユダヤ教徒〉を意味するようになっていく。イスラエル人の血を引いていなくても、ユダヤ教に改宗すれば、その人はユダヤ人になるわけである。そして、この時代にイエスが登場し、新約聖書が成立する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　さて、ここで聖書中の人物について、具体例を挙げておこう。

　▽アダム：全人類の始祖であり、民族という概念が発生する前の人物なので、何人でもない。ただし、彼はヘブル語を話していた。

　▽アブラハム：前述のとおり、ヘブル人であって、イスラエル人でもユダヤ人でもない。

　▽モーセ：ヘブル人であり、イスラエル人であるが、ユダヤ人ではない。なお、部族としてはレビ人である。

　▽ダビテ：ヘブル人であり、イスラエル人であリ、部族はユダヤ人である。ただし、彼の時代には普通ユダヤ人とは言わない。

　▽エリヤ：ヘブル人であり、イスラエル人であるが、北王国の人なのでユダ人でもユダヤ人でもない。

　▽イエス：ヘブル人であり、イスラエル人であり、ユダ人であり、ユダヤ人である。

　▽パウロ：生粋のヘブル人であり、イスラエル人であり、部族はベニヤミン人で、かつ厳格なユダヤ教徒であり、これ以上ないほどのユダヤ人中のユダヤ人である。

　　　　　　　　　　　　　　＊

　要するに、ローマによって滅ぼされたユダヤ人は、国を追われ世界に離散したが、祖国を失った彼らはどこの国に行っても、ユダヤ教を守り続けることによって、民族を存続させてきた。こうしてユダヤ人＝ユダヤ教徒という要素が強くなってきた。

　　　　　　　　　　　　　　　＊

　1948年にユダヤ人国家として建国されたイスラエルは、世界中からユダヤ人帰還民を受け入れることを国是としている。このために 〈ユダヤ人〉 を法律で定義する必要が生じて、そこで定められた第一条件は「ユダヤ人の母親から生まれた者」である。

　これはＤＮＡ鑑定のない時代、父親がユダヤ人であっても、その子が実の子かどうかは解らないが、母親がユダヤ人であれば、その子は間違いなく実の子であって、この考え方が法律に取り入れられたのである。

　第二の条件は「ユダヤ教正統派ないし超正統派に改宗した者」というものである。

　例えば、日本人でもこれらの宗派に改宗すれば、れっきとしたユダヤ人として認められるが、ユダヤ教でも保守派や改革派といった宗派に改宗した人はユダヤ人として認められない。 
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
編集後記：
上記は、未来構想フォーラムのコーヘン大使の基調講演の一部である。当日89名の参加者との本音のディスカションがあった。また別の日、事前に大使とコーディネーターの松本道弘氏と3時間に渡る打ち合わせディスカッションがあった。松本氏は日本切っての同時通訳者だけあって、ユダヤ文化と日本文化論を巡って熱心な討議があった。

傍で痛感したことを２，３ご紹介したい。これは日本人に対する、特に日本の施政者にたいする重要なメッセージであると思う。
１）コーヘン大使は、超一流の文化人である！

日本から海外へ派遣する大使もコーヘン大使のように、単なるテクノクラートではなく、任地国の人々と心のひだまで感じ取ることの出来る人、任地国の文化を理解し愛する人であってほしい。コーヘン大使はフォーラム終了後、深夜、居酒屋までお付き合いくださり、日本の大衆の雰囲気を楽しんでいらっしゃった。小生、コーヘン大使を見て、金山正英大使のことを思い起こした。金山大使は韓国語を理解されただけではなく、子供達を韓国人を結婚させ、死してなお日韓関係を見つめると大使の遺言に沿って韓国にも分骨されたお墓がある。このようなかたがたこその“平和大使”である。

２）国を守る意志があるか？

1948年5月14日、2千年の流浪の後、国家を再建したのも柄も間、数時間後には隣国のアラブ諸国から攻められ続けたイスラエル、何億人もの敵に囲まれ、国内にも多くの敵国のスパイが潜入する中、イスラエルは戦後1度も負けたことが無い。その秘訣は？
多くの人は米国の援助、世界に散らばるユダヤ資本を思い浮かべるであろう。コーヘン大使の答えは、「“二度と亡国の憂目を見てはならない”という固い決意である！」であった。
イスラエルは女性も含めて2年半の徴兵制が敷かれているが、軍への入隊式は、マサダ要塞で行われる。紀元70年、ここで玉砕し、国が滅びた場所で、二度と亡国の憂目に会ってはならないとの固い決意をもって、銃を受け取るのである。軍備費や防衛システムがどうの、防衛省への昇格、憲法改正がどうのという前に、国をまもる決意、これこそ今、日本に最も欠けている精神ではないか？大使は命をかけても守るべき、ユダヤの伝統に誇りを持ち、日本も日本の伝統、特に武士道精神を再評価すべきではないかと述べられた。
３）日本人とユダヤ人

　　靖国問題を始め絶えず、隣国の顔色を伺っている日本に対して、「他国がどう言おうと、誰が反対しようと、堂々と日本の意見を言うべき！」と自国の生き残りを賭けて、対応されている国からの発言であるだけに強烈なメッセージであった。日本に国家の生存か賭けて生き残り国家戦略があるのか？　第2次大戦後、何かをすっかり忘れているのではなかろうか？　コーヘン大使と松本氏の白熱した英語だけの討議で改めて、一神教と多神教（汎神論）の文化的背景の違いにあることが浮き彫りにされた。人にどう思われようと内なる超越神を第一にするユダヤ人、まず隣人を神様として人との和を第一にする日本人、
この融合は可能か？日本とユダヤの対話から新しい文明の響きが聴こえて来る！

４）異文化間コミュニケーッションの通訳が重要
　　今回フォーラムでは会議の進行をスムースにするために、大使の英語を日本語に通訳する通訳者（Y氏）と日本を大使に英語で通訳する通訳者（N氏）の2人を配置した。
いずれも相当な通訳者である。フォーラム後、N氏が感想を述べた中に、大使は「メシアは誰か？いつ来ると思うか？」との質問に対し「中東に平和を現実のもたらす人が自分にとってメシアである」と大使は答えら得たが、通訳者（Y氏）は日本語への通訳を飛ばしてしまわれた。「非常に重要なポントなので残念だった。」とあった。

N氏は米国の一流大学で学ぶだけでなくさらに大学院で神学を学んだだけあって、大使

が聖書を引用しての回答に意味がよくわたったのであろう。通訳は単なる技術ではなく、相互の文化を理解できないと適切な通訳が出来ない。この点こそ、松本道弘氏が当代切っての通訳者であると称される由縁であろう。
　
５、出雲へ

来る11月21日、出雲にコーヘン大使お招きすることになった。大使は86年に伊勢神宮に参拝したした際、釘を使わない「唯一神明造」の建築様式と祭壇建設に際して神がモーセに金属の使用を禁じたユダヤ教との類似に衝撃を受けた由。今回、出雲大社でいかなる出会いがあるか楽しみである。(大脇・記)
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